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発表内容

１．背景と目的

２．維持管理の対象とする管路施設の抽出

３．管路施設の維持管理に向けた

システム検証

４．おわりに
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日常点検 定期点検

機械・電気
計装設備

管路
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背景

 水道法の改正（平成３０年１２月）

 水道施設の維持及び修繕
 水道施設台帳の整備

 水道施設の点検割合（水道法改正前）

（出典）水道法改正に向けて（平成29年8月 厚生労働省）

行っている
４０．２％

行っている
２５．６％

行っている
８７．６％

行っている
７１．９％

義務化
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 改正水道法の点検義務化に対応
 施設の重要度・優先順位を考慮
 道路、河川、鉄道に対する安全担保

管路（水管橋及び管路付属設備）に着目

維持管理の対象とする管路施設の抽出
管路施設の維持管理に向けたシステム検証

目的
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

水運用上
の重要面

二次的災害
の危険面

老朽化

人材不足

予算削減

適切な
維持管理

重要施設
を優先的

重要な管路施設を定義
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

導水管

送水管

重要給水施設管

主要道路
軌道横断

水管橋

Ｈ

Ｈ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

重要な管路施設の抽出⇒システム活用

基幹管路
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

導・送水管路
基幹管路
重要給水施設
管路

水運用上の重要面
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

二次的災害の危険面

水管橋 軌道横断

主要道路
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

河川名 ○○川
橋梁名 ○○橋
管種 SP
口径 400mm
年度 1972年

調査NO.32

二次的災害の危険面（現地確認）

調査NO.8 住所 ○○9丁目
路線名 JR○○線
管種 DIP-A
口径 150mm

布設年度 1998年

水管橋

軌道横断
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

水管橋
軌道横断
主要道路

二次的災害の危険面（入力箇所）



維持管理対象の管路施設抽出のまとめ
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

維持管理の
対象とする
管路施設

二
次
的
災
害
の
危
険
面

水管橋
軌道
横断

主要
道路

一般
埋設部

一般的な
配水支管

重要給水
施設管路

導送水管
基幹管路

水運用上の重要面
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

維持管理対象の管路施設抽出のまとめ
重要給水 道路占用 軌道横断 水管橋 仕切弁 空気弁 消火栓

有無 種別 （箇所） （箇所） （栓） （栓） （栓）

国・府道 1 0 6 2 0

一般道 0 3 138 36 2

国・府道 1 1 47 8 18

一般道 0 2 142 44 33

国・府道 0 2 55 7 17

一般道 0 1 172 13 47

国・府道 1 2 53 3 20

一般道 1 0 263 13 94

国・府道 1 2 457 15 79

一般道 14 16 11,324 110 1,301

19 29 12,657 251 1,611

導・送水管

基幹管路
（φ300以上）

有り

無し

合計

無し

配水支管
（φ250以下）

有り
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維持管理の対象とする管路施設の抽出

維持管理対象の管路施設抽出のまとめ

仕切弁7％
876/12,657件

空気弁50％
126/251件

消火栓14％
231/1,611件
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マッピング（管路） 施設管理（機器）

管理対象

ベース形式 ＧＩＳ形式（位置情報） 帳票形式（機器情報）

データ量 大量（数十万件） 少量（数千件）

応答速度 スピード重視 スピード不要

機能構造 現況管理 ＰＤＣＡ管理
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水道情報管理システムの特性

管路施設の維持管理に向けたシステム検証



マッピング
システム

一般埋設部
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地理的に
分散する
施設

Ｇ
Ｉ
Ｓ
形
式

拠点に
集中する
施設

帳
票
形
式

管路施設の維持管理に向けたシステム検証

一般施設 重要施設

現況管理
件数大量

現況管理
件数少量

PDCA管理
件数少量

システムの特性と管路施設の関連

施設管理
システム

点検結果
の管理

重要バルブ・
空気弁・消火栓

水管橋
軌道横断

点検計画
点検履歴
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管路施設の維持管理に向けたシステム検証

システム連携による効率的な維持管理

施設管理システム

システム連携（起動）

マッピングシステム
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管路施設の維持管理に向けたシステム検証

従来の維持管理計画（水管橋）

年度
R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

箇所数 21 20 20 16 19 20 21 20 20 16 19 20
47 低区 A川 〇〇橋 坂下-123 SUS 300 H20 〇 〇
48 低区 A川 △△橋 坂下-124 SUS 350 S63 〇 〇
49 低区 A川 □□橋 坂下-125 DIP 100 H15 〇 〇
50 減圧 A川 ●●橋 坂下-126 SUS 150 H2 〇 〇
51 低区 A川 ▲▲橋 坂下-127 SUS 200 S47 〇 〇
52 加圧 B川 ■■橋 上山123 SP 200 S41 〇 〇
53 - B川 〇〇橋 上山124 SP 350 S46 〇 〇
54 加圧 B川 △△橋 上山125 SUS 100 H10 〇 〇
55 加圧 B川 □□橋 上山126 SUS 200 H17 〇 〇
56 加圧 B川 ●●橋 上山127 SP 350 S52 〇 〇
57 自然 B川 ▲▲橋 上山128 SP 250 S52 〇 〇
58 自然 B川 ■■橋 山口1-4 SUS 200 H3 〇 〇
59 加圧 B川 〇〇橋 山口1-2 DIP 250 H23 〇 〇
60 自然 B川 △△橋 山口1-7 SUS 100 H17 〇 〇
61 自然 B川 □□橋 山口1-8 SUS 500 H2 〇 〇
62 自然 B川 ●●橋 山口2-1 SUS 300 H20 〇 〇
63 自然 B川 ▲▲橋 荒川-2 SUS 100 H25 〇 〇
64 自然 B川 ■■橋 荒川-3 SUS 150 H25 〇 〇
65 自然 B川 〇〇橋 荒川-4 SP 600 S56 〇 〇
66 南部 B川 △△橋 荒川-5 SUS 100 H18 〇 〇
67 南部 B川 □□橋 荒川-6 SUS 150 H26 〇 〇
68 南部 B川 ●●橋 久米-16 DIP 350 H4 〇 〇
69 南部 B川 ▲▲橋 久米-17 SUS 500 H1 〇 〇
70 南部 B川 ■■橋 久米-18 SUS 150 H19 〇 〇
71 南部 B川 〇〇橋 久米-19 SUS 200 H22 〇 〇
72 南部 B川 △△橋 久米-20 SP 300 S54 〇 〇
73 南部 B川 □□橋 久米-21 SUS 100 H17 〇 〇
74 低区 B川 ●●橋 上松95 SUS 150 H2 〇 〇
75 低区 B川 ▲▲橋 上松96 SUS 100 H1 〇 〇
76 低区 B川 ■■橋 上松97 SUS 150 H4 〇 〇
77 低区 B川 〇〇橋 上松98 SUS 150 H6 〇 〇
78 加圧 C川 △△橋 三島-1 DIP 250 H19 〇 〇
79 加圧 C川 □□橋 三島-2 DIP 250 H19 〇 〇

点検予定表

配水区番号 口径 布設年度橋名、目標名河川名 住所 材質
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管路施設の維持管理に向けたシステム検証

施設管理システムの維持管理計画（水管橋）

山田橋

田中橋

佐藤橋

鈴木橋

山本橋

上田橋

中西橋

松本橋

山田橋

田中橋

佐藤橋

第一浄水場

第二浄水場

第三浄水場

第四浄水場
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管路施設の維持管理に向けたシステム検証

マッピングによる水管橋の点検年度確認

2022
2023
2024
2025

電子データ



属性区分 属性項目 内容例
管理NO 1234
弁種類 ソフトシール
呼び径 400

設置年度 1995
開閉方向 右開き
重要分類 基幹管路
河川占用 ○○川
道路占用 国道〇号線
軌道横断 ＪＲ〇線
鉄蓋異状 有

鉄蓋回り異状 無
弁きょう異状 水没
外観状況 錆
使用状況 異状音
機能点検 良
点検日 2022/9/25
担当者 田中

点検報告書（最新） ファイルリンク

基本情報

重要度

維持管理
情報
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管路施設の維持管理に向けたシステム検証

マッピングによる仕切弁の点検管理

電子データ



マッピング
システム

一般埋設部
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地理的に
分散する
施設

Ｇ
Ｉ
Ｓ
形
式

拠点に
集中する
施設

帳
票
形
式

管路施設の維持管理に向けたシステム検証

一般施設 重要施設

現況管理
件数大量

現況管理
件数少量

PDCA管理
件数少量

管路施設の維持管理システムの検証まとめ

施設管理
システム

点検結果
の管理

重要バルブ・
空気弁・消火栓

水管橋
軌道横断

点検計画
点検履歴
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おわりに

マッピング
システム

施設管理
システム

水管橋及び管路付属
設備の維持管理

レベルアップ



ご清聴ありがとうございました。
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